








点の敬がいくつでも表せる方法を考えよう

○いろいろな式で表してみる｡

･表から考えると

できる三角形は

点が0のとき 1

点が1のとき 1+2

点が2のとき 1+2+2

点が3のとき 1+2+2+2

･言葉の式で表すと

1+2× (内部の点の数)

･小芋校のときのように口を使うと

点が□個のとき 1+2×□

･ロの代わりに文字を使おう｡

･いろいろな考え方の中

からより簡潔 ･明瞭な表

し方を追求させる｡

(見方 ･考え方〉

(関心 ･意欲 ･態度)

4 問超のまとめを

する｡

5 本時のまとめを

する｡

○三角形の内部にn個点を取ると

(1+2×n)佃の三角形ができる｡

○文字を使う志茂やそのよさをまとめ

る｡

･文字はいろいろな散の代表で,敬
と同じようにつかえることを知る｡

･文字には2つの雌旭があることを

知る｡

O ｢まとめる｣槻旭

②｢あてはめる｣機能

自己評価をする｡

･既習事項を進んで活用

させ.その表現のよさに

気付かせたい｡

(見方 .考え方)

･文字を使った式で表す

(知識 ･理解)

･口のかわりに手作りの

代入箱 (アクリル製)を

提示 し文字の機帳を視覚

的にとらえさせたい｡

(知識 ･理解)

(関心 ･窓欲 ･悠度)

･文字のよさに感 じとら

せ,次時への期待感をも

たせたい｡

(関心 ･意欲 ･膿度)

◇ 評 価

① 提示された問題に関心をもち,櫛庵的に図を描きながら考えようとしたか｡

② 既習事項を活用して学習を潔め,却象を簡解に表 したり｢般的に表現 したり

することができる文字のよさを味わうことができたか｡

③三角形の内部の点と三角形の敬との関係に注目し,表や式を使って数学的に

処理することができたか｡

④ 文字の使うことの意味や機能を理解できたか｡
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JV ,弁.li-Llila_)/JJLl)l~-と 一号.̀ff<

L tl字のとらえかたの変容について

'L'柁!･1･某の前iかこ,文字のもつ3つの意

味 日 大加数 IlriI数 Il突放l)につい

いで,との相即 は解 しているか調允lLXJ6_】

した..Win-.-指先では,文字の意 味について

約3U')6の/L従 しか苓 られなかった.,しかt)

そのJ_t'btの大部分は文r3･:杏 "水'jIl敬的■lに

とらえていたハそこで以砲の発hWl･,をも考

えて文字の "変数的【な見方を育てていく

楢涼を実践 したn (r文字と式｣のf̂JAi･次
の箭･･一時 学声.)指教 案参照) その結果,

●J収 調在では73%のJ+-_'fiEか文字の.rl'･.味を理

附 しており,そのうちの3分の Jの/I.従が,

l文字にはいろいろな牧をあてはめることが

できて性利だ=lとか, l式のままで答え

を表すことができるよいt)のた" lli:とと

文字を使うことのよさをF'l'JJLの.I;葉て.iLl述
していた.

また､アクリル製の代入揃をi.[.･lHLて文

′‡:の槻ljE(まとめる機能,あてはめる椛fiE)

をJ棚･71させるようにした..Jl.従のIlの抑さ

を比て,fk'辻にうったえることのfr･:･JIT･性を

il絹仁.治した..

2.クループ′苦りと 剤 tl基のF'lLl証川の

比較 (lメ16)

,.:.I..i'削 月館の'JJHl'rから,グループ1′')･'･1.1･..Jでは

文 ;̀-:を仕 った式の1.日J趨作りをさせた=とて

も基い ､',,I;I･岨Lの小で,'6Llか什分なりの

のrlLり,紬作りに挑戦 していた"そして,各グ

ループを代衣するl川,'LlrHこ'?'二組合体て取 り組

rl'l作目リ,'辿り日 を作成 Lてl̀lI･/;I:-.17にt.r.･JH
させた=

クルIr'F'･iI'.'の11-rlr紫掛 こ5FWr亨のF'lLl評
仙 EllXl71をさせたが,1■iJL字細のiqJ;･','の

一剤 三業の､l''･JJ-)ll如こ比べてクループ.,-1/:ililを

した持葉の半J'-Jl和ま/F:船に高く,/L'fiの芯

'lii:の.;Ll,まりが感 じられた.,11日こ,Tわかっ

た Iと感 じるJl:_I(,tや r次のは紫が-楽しみだ｣

とい:)/卜'('LのJi;lJl†がl'::)くなっている=

図6 文字のとらえ方の変容

L=1.や -::_Jl Lr.r. Nrノ) ノ) 化 LI IB仰
N Jir-1(.Y

O-C一方tZ玉
I-ルーブ:紺

図7 グル ーブ 学 習と ･ 一斉 授 業 の 自己評価の比較

looRO601U200% む'̂しl 誹
耶 r帥 ㊥lhhtl¢R過し㊥_[1.人Jl(柵1.lFき嫡TaAノ)坤や
⊂ー eZ)
T1仙 ¶ヰ

図8 等【前 ･-1JJ後の恋和訓丑の変容

図 9 益礎 ･基本テストの変容
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3 1lHtIてJ'･･Ji総の.･:･J.瓶渦作の朱容について

圭SU･r三第徒に'li絶調作を-r揃J朋作とII'lじ

l!り上越でを失地 したが,417柿的なJ(lllを逆tl(

した!Urdの'HlJ令を比較 してみると,川.Ll(D,

(lJ,U'bl図 l参照1などから/卜'(,tの意欲の

I.:は りが感 じられ.人きな饗■tflr丈は Iが

比らゎる.,また,(2)から lわかった lと感

じる/I-.'fitの割合が高 くなっている. これは.

指噂の成火だと′LLl,う..

数字的な比/jやJ;えJJについては,解 き

/Jや答えを 7',愁するi,r;動を胴 り入れたこと

によって(ZPの r芥えを )I,想 してIL!雌 を解 く

が)くさく向 卜.している一.しか し,U三pの Tよ

りよい/J法を兄イ車ナようとするか rやCOの

11!先･.(-.)iJiJfiを/.川jしているか lなとは.]･,紘
の.批Iiではそれほと伸びていない=これら

は.数学のよさにかかわるものたけに, tti

州Il'..Jで胴U/dI'tJに向 卜させるの難 しいようで

ある,.今fZk:ら.･:･'J棚 't]･計Ilhi(l'lJに脈拍してい

きたいと′lJ.う..

クループ;f=汁,Jでは,lit滋が杭'<い きIJT･Ii

'JjLの/J-.征に意欲の高まりやjl棚7,の探まりが

感 じ(,れたが.グルー-/を 'J一 トーJる少数

の/JI.'fJiの 与え/Jが小心 となり, -棚の/日Ji

には,lJq人の.抹地道ノ斥力､ィ､卜分になる場合
があったとキえられる一.

1 )rt-縦 ･)J二木テス トの変容

文字仙川の前提条什 となるtJJ'存U)テス ト

をtJtr村とLl確 に実施 し変容 日又TuIをみた‖

rl瓶 テス トにおいては. lrl.侶 こ廿 許して

式をきちんと君いて椙 こうとするノト征が増

i,(.rり糠作りIJ:とを辿 して l茶えを}Jt-めれ

はよいという放′17:lから l放El榊日系をj･いこ

裁してJt,.えるという放'封 への意JfLtの変容

か感 じられる=(3).(1.1の l数の構造 Lや

(r))の J逆さ lのI.'り.liEiでは.IHJ地作り砧 仙

の成Ai･からか放.'lLL.rkJ係をとららえやす くな

ってきたようである‥ しか し,-/jでは,

(7)の JむTT<度 1や(8)の J'.YlH日 のけり,-trjに

11け る理解jQIか†代いので.I)長髄 ･).E･本を 卜

分にU.nl"lJをかけて指導をする必LJlかあると

感 している..

V お オつ り iこ

この促のfJF')7tLLでは,LL]学校数字の甚礎 ･拒

本となる Ii-'11･'のJU の呼人伽'Jlで,文′;I:の

よさを感i:指 せることでuF'juL.テーマに迫ろう

としたO､欄 ).文字を未知数的にとらえてい

るJf･/titが多かったが∴祁生後には従敬的.'JAiI

牧的なとらえJJ-の/ト従が増え,今後の'羊刑の

状Wf･基本を培 う視点から考えると効Ai.かあ

ったと思われる.,

また,川越1,Flホの仕方や教材 ･教員にJ.大

したものをIr'qり入れていくことによって.JL-_

'fJiの意欲がirは り多様な考え方を･]はllJ.すこ

とがより''d易となった日日LH,Yrjl'1りをjlqり入れ

たグルーブ'7'.七日ま.仙人やfJitHIでの課辿追,求

の場 とlJ:り生'従の_{イ伽勺な活動を促すことが

できたと思 う"

'Ji:拭終に蓉IJさした俳句の小に,Jr_徒の意欲

が感 じられるものや文字のよさを感 じている

ものか多数でナったので,その一部を,紺.介した

い.

hエ ックスは いろいろ仙える 伐れ物Ln

r数学よ みんなですれば 共 しいなJT

l◆数学を 好きになりたい 今のぱ く,n

今後も,数学の楽 しさやよさを感得させる

招3riをEj指 しながら,-.人一人に応 じたわか

りやすい授業を展剛できるよう,さらに研究

進めていきたい.
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( J j-,/,i-ぢ' とゞけi人

I)Vr-J尉変太郎(1988)

2)Tl■J'.jk静内,小林徹だ..郎 (L989)

3)日.llr 'jl日989)

Lt)i｢捌 実(1989)

5)文 部 省(1991)

6)F''1-5!f誉一一郎(】992)

7)文 部 省(1993)

8)数学教育(Nl).360)

9)数学教育(No.395)

JO)教学教市(MJ.412)

よさを味わう算数招.Xの創造,東洋館出版社

T丁数のよさがわかる,IuJ的FiJlrT-

文′i-:を川いたjCの桁噂 ,日)｣的Em lf

課題学習の構想と展開,明治図番

指涼計向の作成と学FlJ指導の1夫,大阪古籍

数学史をiEi用 した教材研先.明治国井

や学校数草稿中郡料 学習指甥と評価の改詩と工夫,

大E]本図.1tF

手作り教具の発想 ･作り方とその指導,明治図fr

文字認識を深める指導のil.体例,明治図再

文字 ･文字式の指呼と数学的思考,IUIJ治図:lr･

(平成 6年4月15日受理)
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